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P.51～64(北 本治氏論文)中54頁,56頁,お よび57頁 ・64頁 に誤植があ りましたので

下記のように訂正いたします。

56頁,57頁 の分はこのまま切 りぬいて貼附できるようになつてお ります。

〔P.56〕(貼 附用)

図表152者 に耐性の菌に対する併用効果(in vitro)

SM10γ を加えてPASを 併用すると,PAS1γ で阻止

される。図の上段は阻止限界の下つた例,下 段は下らな

かつた例で,一 般には下る例の方が少ない。INH,P

AS2者 耐性の場合にも同様のことがみ られ る(図 表

16)。 以上の例に少しく考察を加えると(図 表17),SM

10γ,PAS100γ の2者 耐性株では,下 段に示すような

範囲の菌,す なわち,SMに のみ耐性の各段階の菌(S

Mに 対 するsingleresistant),PASに のみ耐性の各段

階の菌(PASに 対す るsingle resistant)お よびSM

の各段階 とPASの 各段階の各種の組合せに相当す る多

数の2重 耐性菌(SM・PAS両 者 に対 す るdouble

 resistant)が 各種各様に混在している可能性があるわけ

である。しかし上述の例ではPAS10γ を加えるとSM

図表162者 に耐性の菌に対する併用効果(in vitro)

5γで阻止 されるのであるか ら,SM5～10γ 耐性菌はP

ASに 対 してはせいぜい5γまでの耐性菌である筈で図中

図 の2重 耐臆 は存在しなかつた場合と推定され， ま
たSM10γ を加えるとPAS1ケ で阻止されたのであるか

ら,SM10γ,PAS1お よび5γ の2重耐 性菌すなわち

図中〓 の2重 耐性菌 は存在しなかつた ものと擬 され

る.す なわち， この菌株中 こは〓 印以外の組合せに

相当す る菌のみが存在していた場合 と考えることができ

る。 もしもポピュ レイショ中 に図 または〓 印の如 き

菌が存在する場合には,同 じくSM10γ,PAS100γ の

2者耐 性であつて も,2剤 を組合せた場合上述の如き阻

止限界の下降がみ られない ものと考 えられる。



〔P.57上 半〕(貼 附 用)

図表17SM・PAS2者 に耐性を有する菌株に対

する併用効果(Youmans培 地)

〔P.54の 右段1行 ・v7行 まで〕を次のように訂正

VMも2～6ヵ 月使用例で,PAS，INHま たは

IHMS併 用 の場合,耐 性出現は少ないようである。ただ

しVMに ついては対照例をえがたいので,断 定は保留し

たい(図 表10)。

PAS耐 性はINHま たはSM,ま たは3者 併用でい

ずれにおいて も,併 用による著しい抑制はみ とめ に く

い(図 表11)。

図表181NH・PAS2者 に耐性を有する菌株に

対すス併用効果(Youmans培 地)

〔P.64の左段 結語 の上の6)お よび7)〕 の文

章は右段5)の あとに続 く


